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『ぜつぼうしたカプリン』

安藤 悠成さん
山倉小学校4年

奨励賞

『花びんから出たザリガニ』

波方 唯さん
蓮野小学校2年

奨励賞

『がんばったよ』

伊藤 彌さん
亀代小学校1年

奨励賞

『ヤマタノオロチVSスサノオ』

加藤 健琉さん
蓮野小学校3年

たけるゆい

あまねゆうせい

奨励賞

※
25
ペ
ー
ジ
も
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

納税表彰式 「中学生の税の作文」で聖籠中学校から２名受賞
　国税庁並びに全国貯蓄組合連合会が募集した「中学生の税につ
いての作文」で聖籠中学校３年の亀井海良さんと長山心咲さんが
入賞されました。
　これは、将来を担う中学生の皆さんが、税に関することをテーマと
して作文を書くことを通じて、税に関心をもっていただき、税につい
て正しい理解を深めていただくことを目的に実施されたものです。
　新発田税務署管内では16校661作品の応募があり、亀井さんは
新潟県納税貯蓄組合総連合会優秀賞を、長山さんは聖籠町租税
教育推進協議会長賞を受賞されました。
　二人とも学校での租税教室などから自ら税について調べ、自分
自身の経験・体験などを通して、税について考えたことを書かれて
いて、税についての捉え方や意識の変化が伝わる作品でした。
　税への意識向上に貢献いただきありがとうございました。

令和７年11月末現在の
人口の動き

●人口  13,675人（前月比－1人）
　（外国籍除く）    （前年比－7人）

●外国人人口 343人（前月比－1人） 男 203人（＋2人） 女140人（－3人）
●世帯数 5,198世帯（外国人のみの世帯含む）

男 6,843人（－4人）　
女 6,832人（＋3人）

町のイメージキャラクター

緑丸 百合若 はなちゃん

広報せいろう
2026 1 January No.594

iOS Android

無料アプリで広報せいろうが手軽に
閲覧できるようになりました。

大きな除雪車に園児大興奮！

聖籠町公式SNS

XLINE

11月28日（金）に開催した除雪出動式の様子。
（関連記事は５ページでもご紹介しています。）

亀井 海良さん
う　ら

長山 心咲さん
み  さき
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日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ　　参加費　　定員　　その他問 ￥ 定 他申対内会日

12月議会 行政報告と主な提案をお知らせします

　家庭ごみを豊栄環境センターに直接持ち込む場
合の処理手数料については、現在10㎏あたり60円
でありますが、新潟市では、処理原価の高騰などを
理由に、ごみ処理施設に直接持ち込む場合の処理
手数料を令和８年６月から10㎏あたり100円に値上
げする予定となっております。町民が豊栄環境
センターに直接持ち込む家庭ごみの処理手数料も新
潟市と同様に10㎏あたり100円と値上げとなります。
　町民の皆さまには、ご負担をお願いすることと
なりますが、今後の分別収集の徹底などで、家庭
ごみの持ち込みの減量化を図っていただきたい
と思います。

ごみの直接搬入 処理手数料値上げ

　インフルエンザが11月中旬から流行し、蓮野
小学校、亀代小学校、聖籠中学校において複数
の学級・学年が閉鎖の措置を行いました。
　今後も流行の季節が続くことから、教育委員
会においては校園長会をとおして「状況に応じ
て、マスクの着用や体調管理について指導を行
うとともに、流行の兆しが見られた場合には迅
速に学級閉鎖などの措置をとること」を指導した
と聞いております。

学校での感染症の状況について
　今年度は全国的にクマの被害が多発している状況
でありますが、本町におきましては、10月28日に山倉地
内にて本年度初めての目撃情報がありました。これ以
降は東港地域を中心に計４件の目撃情報が寄せられ
ています。その都度、町猟友会に協力してもらい、パト
ロールを実施しましたが、発見には至りませんでした。
　また、10月31日には東港５丁目地内で獣類のフンが
あるとの情報提供があり、猟友会に確認してもらった
ところクマのフンである可能性が高いとのことでした。
　今後も引き続き、町猟友会をはじめ、近隣警察など
関係機関と連携して、町民の安全・安心の確保に向け
て対応してまいりたいと考えております。

クマの目撃情報について

　新発田市、阿賀野市、胎内市および聖籠町で構成し
ている下越福祉行政組合が運営する新発田地区救急
診療所では、現在、休日の日中に内科、小児科、外科の
診療を、平日、土曜、休日の夜間には内科と小児科の
診療を実施しています。これまで医師会の協力を得な
がら、年末年始を含め３６５日診療所を開設しておりま
したが、この度、医師不足や医師の高齢化への対策と
して、診療体制を見直したいとの報告がありました。
　これにより、令和８年度からは、休日の外科診療が
廃止となり、平日の夜間診療については、感染症流行
期の12月から２月のみの開設となります。町としまして
は、地域の救急医療体制への影響が生じることのない
よう、医師不足、高齢化などの課題解決に向けて積極
的な取り組みを行うよう要請したいと考えておりますの
で、ご理解のほどよろしくお願いいたします。

救急医療 診療体制を見直し

●主な補正予算
歳出

名　　　称

人勧などに基づく
人件費の増

国の人事院勧告および県の人事委員会に基づく給与改定による
特別職ならびに正職員並びに会計年度任用職員に係る人件費の増

被害木の増による伐倒駆除などに係る委託料の増額
（予算現額５６８４万円に追加）

既存の深井戸ポンプの故障に伴う取替工事費
（予算現額１６７９万円に追加）

令和８年度から督促手数料を廃止すとともに、納期限後もコンビニ
での納付を可能とするためシステム改修に伴う増額
（予算現額２８０８万円に追加）

5002万円

２０７万円

８５０万円

７４７万円

町税事務電算処理
業務委託料

森林（保安林等）病害虫防除
対策事務委託料

町民会館改修工事

概　　　要補正予算計上額

12月議会に提案した主な内容

けものるい
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　11月30日（日）に町民会館小ホールにおいて、令和９年度にオープンを予定している屋内遊び場施設につ
いて考えるワークショップを開催しました。
　当日は、町内の小学３、４年生の子ども達に屋内遊び場のイメージ図、模型を見てもらった後、グループに
分かれて、屋内遊び場について話し合ってもらいました。
　「落書きしたい！」、「ボール遊びがしたい！」という遊びに関することやクリスマスやお正月のイベントに関
すること、中には「スライムづくりがしたい！」「ビーズ装飾がしたい！」という工作体験の要望まで、様 な々意
見・要望をいただくことができました。
　このワークショップでいただいた子どもたちの「声」を参考にし、より良い施設となるよう、引き続き検討を
行っていきます。令和９年度のオープンまで楽しみにお待ちください！

【屋内遊び場を考えるワークショップ】
を開催しました！

【イメージ図】

【イメージ図】

※検討中のイメージであり、今後、関係各機関との協議により変更となる可能性があります。

お問い合わせ　子ども教育課　子ども子育て支援係　内線（３０８）
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善意のご寄付ありがとうございます

除雪出動式開催
お問い合わせ　役場総務課　総務管理係（内線２２１）

お問い合わせ　役場ふるさと整備課　工務管理係（内線２３２）

　12月１日（月）、町の防災力向上のため消防団車両に
使ってほしいとして、消防車（軽積載車）用の新品の冬
用タイヤとバッテリー（それぞれ６台分）を㈱幸進自動
車さまおよび㈱イルズさまから町に寄附されました。
　両社は、日頃から消防団活動に対して積極的に御協
力いただいており有事の際に消防団員である従業員に
災害対応を優先させるなどのご配慮をいただいていま
す。
　両社の島村 優 代表取締役からは「災害はいつ何
時起こるかわからない。消防団は災害時の町民にとっ
て一番身近な存在。その活動に自分達がどう協力でき
るか考えた。雪が降っても確実に団員が現場に向かえ
るよう役立ててもらいたい。」とのコメントをいただきま
した。
　ご寄付いただきました物品は消防団車両で有効活
用します。ありがとうございました。

　11月28日（金）、役場倉庫内で除雪出動式を開催しました。
　除雪出動式では、せいろう幼稚園の園児から除雪作業者10名への応援メッセージや、作業オペレーターによ
る決意表明が行われたのち、園児たちは除雪機械見学を行いました。普段間近で見ることができない大きな除
雪車に興味津々の園児たちは、目を輝かせながら運転席の座席に座りハンドルを握っていました。

　町では12月１日（月）
から冬期間における円
滑な道路交通を確保す
るため「聖籠町道路除
雪対策本部」を設置し
町道（管理延長150㎞）
の除雪に対応していきま
す。気象や道路状況に
より、対応に時間を要す
ることもあるかもしれませ
んが、安全で円滑な道
路除雪にご理解ご協力
をお願いします。

除雪車の鍵が贈呈されました 参加者みんなで集合写真

職員への質問タイム 除雪車の運転席にて

ゆう

がんばってくださ
い！
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お問い合わせ・お申し込み　役場総務課　広報広聴係（内線222）

お問い合わせ　役場生活環境課　地域安全係（内線２８５）
聖籠町社会福祉協議会　☎28-7110

　町は中国黒龍江省から県費留学生として来県している方 と々の交流を続けています。
　この度、県費留学生との水餃子づくり交流会を開催します。
　親子はもちろん、ご家族での参加も大歓迎です。
　本場の水餃子は、皮はモチモチ、餡はとってもジューシー！普段食べている
焼き餃子とは一味違う逸品をみんなで作りませんか？

２月21日（土）　
午前10時30分～午後２時30分（予定）
※午前10時20分までに会場にお集まりください。　　
聖籠町保健福祉センター調理場
小学生以上の町民15人（定員に達し次第締め切らせていただきます。）
500円/人（中学生以下は無料）
エプロン、三角巾、小さめの麺棒、タッパー（餃子持ち帰り用）を持参してください。
1月29日（木）までに下記問い合わせ先へ
電話（２７-２１１１）またはメール
（soumu@town.seiro.niigata.jp）によりお申し込みください。

２月１日（日）
午後１時20分～４時（開場：午後１時）
聖籠町町民会館　小ホール
１００名（町内在住者・先着順）

１月26日（月）までに　
役場生活環境課へ電話（27-2111）
またはメール
(seikan＠town.seiro.niigata.jp)に
よりお申し込みください。

＼中国本場の／  水餃子づくり交流会

災害語り部講演 ・ 災害ボランティア活動セミナー
申

定
会

日

申

対

他

￥

会

日

◀メール
　送信用
　フォーム

▲メール送信用
　フォーム

『高齢化地域における地区防災計画』
～高齢化が進む地域で「ムリ・ムダ」を無くして、
　　　　　　　　　　防災力を高める計画・方策とは～

ち　はる じんてつ

『あなたにもできる、災害「時の」ボランティア活動
～力仕事だけじゃない、意外な支援活動～』

報道ではあまり触れられていない被災者の暮らしと
私たちにできることは何か考えます。

1974年
2004年
同年　
2008年
2017年

山形県山形市生まれ　
7.13水害で被災
中越地震からボランティア活動に参加
にいがた災害ボランティアネットワーク事務局長
同上　理事長

　これまで多くの被災地で緊急救援スタッフとし
て、被災者の一日も早い暮らしの回復に向け、災害
ボランティアセンター設置運営を中心とした支援活
動を行う。令和6年能登半島地震の際にも、発災直
後から現地に入り支援を行う。平時には、全国各地
でその知識と経験を活かし防災に関する講演や研
修講師を務め、各種計画、マニュアル策定、組織づく
り等の助言を行う。

1971年
2004年
2011年
2013年
2020年

2025年

宮城県気仙沼市生まれ 
気仙沼おとひめ会設立 
東日本大震災で被災、友人を失う。 
地域調査開始 
地区防災計画作成運用開始 （現在2期目
の計画）
南三陸ひとtomoni設立に参加

　現在、宮城県防災会議委員、 国民保護協議会委
員、 防災指導員、並びに気仙沼市地域福祉計画推進
委員、 地域防災リーダーを務める他、気仙沼おとひ
め会代表として活躍中

（一社）南三陸ひとｔｏｍｏｎｉ 吉田　千春 氏 新潟災害ボランティアネットワーク 理事長 李　仁鉄 氏　

第１部第１部 第２部第２部
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日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ　　参加費　　定員　　その他問 ￥ 定 他申対内会日

家庭ごみの搬入料金が変わります

お問い合わせ　役場生活環境課　環境推進係（内線２８２）

お問い合わせ　総合政策課　政策係（内線261）

＼参加者募集中／  癒しマルシェで毎日Good Day！
　アルビレックス新潟直伝の簡単筋トレや、占い、リラクゼーション、スキンケアなど好きな体験を選んで楽しめて、これ
からの未来を楽しく生きるための「ライフデザイン」についても学べるよくばりなイベントです！町民以外の方も参加でき
ますので、男性も女性も、お一人でも、ご友人などとご一緒にでも、お気軽にご参加ください。お子さま連れでのご参加も
可能です。

　豊栄環境センターに家庭ごみを持ち込む際の処理手数料が改定となる予定ですのでお知ら
せします。

○料金

　改定前　60円 / 10kg　　　　 改定後　100円 / 10kg

○改定予定日

　令和８年６月１日（月）から

　処理手数料を現在の処理原価（処理に係る費用）に近づけることで利用者負担の適正化を図るため、新潟市の手数
料改正に合わせ、豊栄環境センターも同日に改定する予定です。

　ご理解とご協力をお願いいたします。

問

申

対

定

￥

会

１月31日（土）
午後１時30分～午後４時30分　
概ね20代～30代の方
50名　　　　　　　
聖籠町町民会館　多目的ホール
男性２５００円、女性２０００円　
下記のお申し込みフォームからお申し込み
ください。
㈱トアイリンクス　☎025-290-7613
午前９時～午後６時（※土日祝も受付）

日

◀ イベントの詳細は
　 町ホームページをご覧ください。

　お申し込みフォームはこちら ▶
（申込締切：1月24日(土)）　 

アスリートに学ぶ！心に体力を！
～先行が見通せない未来を楽しく生きるためのライフデザインセミナー～
　アルビレックス新潟U-18フィジカルコーチの古川勝弥さんと、ライフデザイ
ンコンシェルジュの佐藤ユウキさんによるライフデザインセミナーです！ラフ
な気持ちで、失敗を恐れず、「やってみたい」を大切にするには？楽しく生きる
未来への一歩を後押ししてくれる内容をお届けします。

しゃべり場タイム
　テーマカードを用いて、自分の理想のライフやキャリア、将来像、パート
ナーシップやリアルな子育ての話、男女の感じ方、伝え方など、みんなで話
そう！

マルシェブースで交流タイム　　
　アルビレックス新潟直伝簡単筋トレ・ハンドリラクゼーション・アロマサ
シェ作り・スキンケア・ＳＮＳ用アイコン作り・占い・コミュニケーション相談室
など、楽しいブースがマルシェに大集合！お好きな体験が楽しめます！

「きずな」のシフォン
ケーキとコーヒー付き♪

＜第１部＞

＜第２部＞

＜第３部＞
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「第3次健康せいろう２１」における
壮年期の評価指標（ライフコースアプローチ※1）

このように家族・地域の皆さんが、働き盛りのあなたの健康を気にかけています。
この機会に、自分自身の暮らし・健康について振り返ってみませんか？

〈H15～R６実施　働き盛り男性訪問事業より〉

これらの課題の背景にある働き盛りの暮らしを教えてもらいました！

日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ　　参加費　　定員　　その他問 ￥ 定 他申対内会日

　働き盛り世代＝壮年期（40～64歳）は、身体機能が徐々に低下していく時期であり、健康が気になり始める時期でも
あります。一方で、最も盛んに仕事ができる年齢層でもあり、社会的に責任のある立場にあり、自身の健康を省みる余
裕がない方も多くなっています。だからこそ自らの健康を意識的に築くことが重要であり、その支援は職場や家庭に
加え、地域を通したものに重点を置き、メディア、企業の協力も必要です。
　その働き盛りの実際の暮らしとは、どのようなものなのでしょうか？「自らの健康を意識的に築く」ために私たちは
どうしたらいいのか「働き盛りの暮らしと健康」を深堀りしていきましょう。

【男性】
1.男性の肥満の減少
2.生活習慣病のリスクを高める量を飲酒する男性の減少
3.「こころの不調」にどう対処したら良いかわからない人の減少
4.胃がん検診・大腸がん検診・肺がん検診受診率の向上
【女性】
1.生活習慣病のリスクを高める量を飲酒する女性の減少
2.骨粗鬆症検診・子宮頸がん検診・乳がん検診受診率の向上

20～60代男性の肥満 生活習慣病のリスクを
高める量を飲酒する割合

31.8％（R5） 男性 24.55％（R5）
女性 11.75％（R5）

6～14％（R5）

目標
15%以下

目標
男性13％以下
女性6％以下

目標
各がん検診５％増加
骨粗鬆症検診
受診率Up

各がん検診の受診率

0.80％（R5）
骨粗鬆症の受診率

基本目標
生涯、健康に暮らせる

まちづくり

“健康”が一番のテーマでない
あなたにこそ、知って欲しい

健康せいろう２１

※1 ライフコースアプローチ：胎児期から高齢期に至るまで人の生涯を経時的に捉えた健康づくり。

本人の声
・30代の頃から職場の健診で肥満と言われるように…血圧も少しずつ
 高くなってきている。倒れた人のことを聞くと自分も…？！と心配になる。
・がん検診は怖い。町でやってることを知らなかった。
・朝は食べない、昼はコンビニで買う。毎日家に帰ると晩酌。つまみに
 スナックを食べたり、夜食にカップ麺。TVをゴロゴロしながらみている
 とそのまま寝てしまうことも。。
・仕事は部下と上司の板挟みでストレスばかり。これといって趣味もないし、
 飲んで発散するしかない。子どももまだ小さいから元気でいないととは
 思うんだけど。物価高騰…仕事をやめるわけにはいかない。
 わかっちゃいるけどできない、自分の健康は後回し。

家族からの聞き取り
・健診結果は家族に見せないので、よく分からない。特に病院へも行って   
 いないみたい。最近あちこちが痛いとばかり言っているのに。。
・仕事が農業なので年中休み無し！今年は出来もよくなかった…。
 定年はないので、働けるまで働くと思う。でも続けられるのか心配。
・最近身近な人が倒れたと聞くと、うちの人は大丈夫かと思ってしまう。
 仕事のこともあまり家で話さないし、ストレスも溜めてるのでは？

〈働き盛り男性訪問の話を聞いての地域の皆さんの声〉
・世知辛い世の中になったね。　　・頑張って働いてくれているんだね。
・自分も若い頃は、多少無理してでも仕事をしてた。せがれには気を
 つけなさいと言ってあげなきゃ。
・パパさんにがん検診、受けるように伝えてみようかしら！
・夕飯はなるべく野菜を多く使った料理にしてあげよう。
・健康でいてくれることが、親孝行だよと伝えてあげたい。

＜保健師の思い＞　
・働き盛りが倒れると、家族みんなの生活・暮らしに影響する
・働き盛り世代の健康は本人だけの責任？家庭・地域全体
・社会で考える必要がある

肥満や多量飲酒の背景、労働とストレス、
がん検診未受診の実態を働き盛り年代
のみでなく、全ての年代が町の課題として、
ともに考えることが重要です！
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Vol.8 ： 働き盛り世代の暮らしと健康

お問い合わせ　保健福祉課（町保健福祉センター内）地域保健係 ☎27-６５１１

次号は・・・「健康せいろう２１を深掘り!!」Vol.9：こどもの健康を予定しています。



無料の個別相談

対 結婚を希望する20歳以上の独身の方
内 閲覧は45分間利用可、お引合せ申込は
３人まで可

申 ハートマッチにいがたホームページから予約
問 にいがた出会いサポートセンター
☎０２５-３８４-４１５１ 
（定休日：火、第１・３木、金、年末年始）

◀ハートマッチ
　にいがた
　ホームページ

日 １月18日（日）午前10時～午後５時 会 聖籠町町民会館　第１・第２・第３会議室

　新潟県の会員制婚活マッチングシステムの臨時
サポートセンターです。新規入会登録も受付します。

対 結婚を希望する方、
そのご家族の方など（定員：10人（組））

内 １人（組）あたり45分、
オンライン（ＺＯＯＭを予定）での相談も可

申 問 ㈱トアイリンクス　ムルーブ事務局の
申し込みフォームからお申し込み
☎０２５-２９０-７６０６
 （午前９時～午後６時 ※土日祝も受付）

ムルーブ事務局   
　予約ページ▶

恋かふぇとハートマッチにいがた臨時サポートセンターを同時に開催します
＼１月の会場は聖籠です！／

聖籠町の

結婚支援結婚支援

結婚支援の
お問い合わせ

総合政策課 政策係
（内線２６１）

初めての方でも
気軽に利用できるように、

半年会員制度が始まりました！
（通常登録は２年間有効です。）

＜会員登録料＞
20 代：９０００円
30 代以上：１万１０００円
半年会員：３０００円

聖籠町生涯スポーツ推進計画案への意見を募集します

　町では、聖籠町生涯スポーツ推進計画の策定作業を進めています。
　この計画は、平成28年度に計画策定した「聖籠町生涯スポーツ推進計画」の検証を踏まえ、誰もがスポーツに親しみ、楽しむことが
できるさまざまな支援や事業が計画的に提供されるよう目標値などを定めるものです。町民の皆さんとの協働により行うため、次のと
おり検討中の聖籠町生涯スポーツ推進計画案を公表し、ご意見をお伺いします。町民の皆さんの積極的なご意見をお待ちしています。

お問い合わせ　社会教育課（聖籠町町民会館内）スポーツ推進係　☎２７-２１２１

意見受付期間

公表方法

応募用紙

提出方法

応募資格

提出先

提出期限

その他
意見提出用紙に記載された個人情報については、今回の意見提出手続きの目的にのみ
利用し、その取り扱いには十分に留意して他の目的には使用しません。
その他、詳しくは町ホームページをご確認ください。

町ホームページで公開するほか、
①役場１階、②町保健福祉センター、③町民会館、④町立図書館の各閲覧場所
※持ち出しおよびコピーはできません。貸出希望の場合は、社会教育課にお問い合わせください。

１月７日（水）～２月６日（金）
※郵送による意見の提出は、2月６日到達分まで受付します。

郵送・ファクス・Ｅメール・閲覧場所の回収箱、町民会館へ持参のいずれかの方法で
提出してください。　※電話による意見などの受付は行いません。

町内に居住している人および町内に通勤・通学している人

２月６日（金）必着

聖籠町教育委員会 社会教育課 スポーツ振興係
　〒９５７－０１１７　聖籠町大字諏訪山１２８０番地
　ファクス ２７－７９７６　Ｅメール e-syakai@town.seiro.niigata.jp

応募には閲覧場所に備え付けの用紙（町ホームページからダウンロードもできます）や
町政ポストはがきをご利用ください。その際は、次の事項を記載してください。
①タイトル（「聖籠町生涯スポーツ推進計画への意見」など）
②氏名・住所・連絡先（電話番号またはメールアドレス）
③ご意見（何ページのどの部分かわかるように記載してください）

詳しくはこちら 
（町ホームページ）▶

　異性との出会いや結婚のお悩みを専門家に 
気軽に相談できる個別相談会です。

・
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日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ　　参加費　　定員　　その他問 ￥ 定 他申対内会日

会計年度任用職員募集のお知らせ

問申 　新発田地域広域事務組合事務局総務課 新発田市中央町５丁目４番７号 ☎０２５４-２６-１５０１

▲ホームページは
　こちらから

　新発田地域広域事務組合および下越福祉行政組合では、令和８年４月１日採用の会計年度任用職員
を募集します。
　会計年度任用職員として働くことを希望される方は、登録申込書を申込先まで提出してください。詳
しくは、当組合ホームページ（「新発田広域」で検索）をご覧ください。

　令和７年12月25日（木）以降に製造・輸入される乳幼児用玩具・ベビーベッドは、
「子供ＰＳＣマーク」が表示された製品でなければ販売できなくなりました。

※乳幼児用ベッドは令和９年３月までは
　経過措置として旧マークを付すことで
　販売可能です。

（一社）日本玩具協会が策定し
た安全基準に適合している玩
具に表示されています。

STマークも参考に！

ベビーベッド・お子さま向けおもちゃを

購入する時は子供PSCマークをご確認ください

「簡単なタスクでかせげる副業」は
あなたからお金を取るためのワナです

・  ・

通 信

vol.183

※来所の際は事前にお電話
いただけると確実です

　役場町民課
消費生活センター
☎27-1958（直通）

問

令和 8年 1 月

子ども若者サポート情報より

＜不審な事業者の指示で遠隔操作アプリをインストールした場合の、端末の技術的な相談＞
独立行政法人情報処理推進機構（IPA）  ☎０３-５９７８-７５０９
＜解約・返金など、契約トラブルに関する相談＞
聖籠町消費生活センター　☎０２５４-２７-１９５８

マニュアル代や、サポートコース
を勧められて高額請求されます。

信じさせてお金を払わせるため
の手口です。

指示されるままに操作して、消費
者金融などで多額な借入れをさせ
られるケースが多発しています。
また、スマホの中身が相手に丸見
えになるため、個人情報を悪用さ
れる恐れがあります。

初期費用無料？
いい副業を
見つけたぞ

遠隔操作アプリで
サポートしてくれるのか
親切な業者だな

少額だけど
本当にかせげた！
本物の副業なんだ

（乳幼児用ベッド） （３歳未満向け玩具）

・
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・“急”のつく運転はやめましょう
・やさしいブレーキ操作をしましょう
・早めにウインカーをだしましょう
・運転前準備、窓など視界を確保しましょう

一緒に
手をつないで
歩きましょう

冬の運転 心に余裕を自転車ヘルメット
購入費用を助成しています

自転車は車のなかま（軽車両）です。車両の運転者としての
自覚と責任をもち、今まで以上にルールをしっかり守りましょう。

自転車に乗るときは、ヘルメットをかぶりましょう。

園 祖父母参観時呼びかけ

自転車の違反に青切符（令和８年４月１日施行）

　せいろう幼稚園と町内のこども園で、祖父母に向けた呼びかけを行いました。
　寸劇を通して、園の送迎時やお店の駐車場では必ずお孫さんの手(手首)をつないで
一緒に移動することや、小さいうちからヘルメットをかぶって自転車を運転させて
ほしいと呼びかけました。

交通
安全

vol.284N E W S
今日も一日交通安全
交通安全に関することは
　　　役場生活環境課　
☎ 27-2111（内線284）
問

　降雪や路面が凍結するなど、悪天候悪条件での
運転が予想されます。心に余裕をもち、安全運転
を心がけましょう。　18歳以下の町民を対象に、令和７年度に購入した自転

車ヘルメットの費用の助成を行っています。申請期間は、
令和８年３月31日（火）までです。詳細につきましては、
生活環境課までお問い合わせください。
（中学生通学用ヘルメット購入補助金の助成との重複
受給はできません。）　

　自転車関連の事故や自転車の違反による検挙件数が増えていることから、青切符（交通反則
通告制度）が導入されます。
　自転車の運転者による反則行為には、基本的に指導警告が行われますが、交通事故につなが
る危険な運転をした場合など悪質・危険な行為については取り締まりの対象となり、青切符が交
付されます。　

年

町の交通事故発生状況
区分 10月

（うち高齢者数）
発生件数 死者数 傷者 発生件数 死者数 傷者

１月～10月累計
(うち高齢者数)

年

令和７年

令和６年

増     減

1
（0）

0

1
（0）

0

0

0

1
（1）

0

1
（1）

1
（0）

0

1
（0）

16
（5）
15
（7）
1

（－2）

19
（1）
17
（1）
2
（0）
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町
の
動
向

町
の
動
向

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、役
場
各
課
の
主
な
業
務
、各
種
委
員
会
の
活
動

な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

担
当
課
ま
た
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
声
を
お

聴
き
し
、一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
る「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」を
、

本
大
夫
公
会
堂
で
開
催
し
、14
名

の
皆
さ
ま
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。懇
談
会
で
は
、令
和
７
年
度
予

算
の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し
、そ
の
後

参
加
者
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
意
見
や

ご
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
が
発
注
す
る
建
設
工
事
の
入

札
お
よ
び
契
約
手
続
の
透
明
性
な

ら
び
に
公
正
な
競
争
を
確
保
す
る

た
め
定
例
会
を
開
催
し
、
55
件
の

対
象
案
件
か
ら
抽
出
さ
れ
た
10
件

が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
石
油
備
蓄
基
地
市
町
村
連

絡
協
議
会
（
会
長
：
聖
籠
町
長
）

に
お
い
て
、
石
油
貯
蔵
施
設
立
地

対
策
等
交
付
金
制
度
の
存
続
・
強

化
と
自
治
体
の
実
情
に
即
し
た
弾

力
的
な
活
用
に
向
け
た
、
経
済
産

業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
に
対
す

る
要
望
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
交
付
金
は
、
石
油
貯
蔵
施

設
の
周
辺
の
住
民
の
福
祉
向
上
を

図
る
た
め
に
、
道
路
や
施
設
の
整

備
な
ど
に
活
用
で
き
る
も
の
で
、

町
に
と
っ
て
重
要
な
制
度
で
す
。

　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
か
ら
は
、

「
規
則
に
基
づ
き
令
和
８
年
度
の
予

算
要
求
を
行
っ
て
い
る
。
令
和
９

年
度
以
降
も
同
様
に
予
算
要
求
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
。
自
治
体
の

事
業
が
早
く
進
め
ら
れ
る
よ
う
対

応
し
た
い
。」
旨
の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。

　

３
年
任
期
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
一
斉
改
選
に
伴
い
、
新
任

者
３
名
な
ら
び
に
再
任
者
21
名
の

辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
長
よ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら

の
委
嘱
状
が
一
人
ひ
と
り
に
交
付

さ
れ
、
県
知
事
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
３
年
間

の
任
期
中
、
地
域
の
人
た
ち
が
生

き
生
き
と
元
気
に
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

ま
た
、
今
ま
で
民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
い
た

３
名
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
長
年
の

ご
労
苦
に
対
す
る
厚
生
労
働
大
臣

か
ら
の
感
謝
状
が
、
町
長
よ
り
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

・
指
定
管
理
者
の
選
定
に
つ
い
て

　
以
上
の
項
目
に
つ
い
て
審
議
・

　
協
議
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
定
例
会
の
議
事
録
は
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

・
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る

　
許
可
申
請
に
つ
い
て
・
・
・
６
件

・
農
用
地
利
用
集
積
等
促
進
計
画

　
に
係
る
意
見
に
つ
い
て
・
・
11
件

　

以
上
２
項
目
が
審
議
さ
れ
、
議

決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
総
会
の
議
事
録
は
農
業

委
員
会
事
務
局
お
よ
び
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

総
務
課

　

１1
月
１6
日（
日
）

■
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

日

　

１1
月
26
日（
水
）

■
聖
籠
町
入
札
監
視
委
員
会

　

第
36
回
定
例
会
開
催

日　

１1
月
19
日（
水
）

■
石
油
貯
蔵
施
設
立
地
対
策
等

　

交
付
金
制
度
の
存
続
強
化
等
に

　

係
る
要
望
活
動
の
実
施

日

　

１2
月
４
日（
木
）

■
聖
籠
町
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　

辞
令
交
付
式
お
よ
び
退
任
式

日

総
合
政
策
課

保
健
福
祉
課

子
ど
も
教
育
課

農
業
委
員
会

　

11
月
25
日（
火
）

■
農
業
委
員
会

　

第
26
期
第
９
回
総
会
開
催

日 　

11
月
25
日（
火
）

■
令
和
７
年
聖
籠
町
教
育
委
員
会

　

第
11
回
定
例
会

日

ご
利
用
く
だ
さ
い

役
場
休
日
・
夜
間
窓
口

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け

取
り
、
申
請
や
住
民
票
の
交
付
な

ど
通
常
の
時
間
内
に
来
庁
が
困
難

な
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

受
付
で
き
る
業
務
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
担
当
窓
口
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

  

役
場
１
階 

町
民
課

【
1
月
の
休
日
役
場
窓
口
】

　

  

1
月
10
日（
土
）

　

  

午
前
９
時
〜
正
午
ま
で

【
1
月
の
夜
間
窓
口
】

　

  

1
月
28
日（
水
）午
後
８
時
ま
で

　

  

役
場
町
民
課 

町
民
サ
ー
ビ
ス
係

　

  

（
内
線
１
１
１
）

会日日問

　
  

町
民
課　

保
険
係

　
  

国
保（
内
線
１
１
７
）

　

  
介
護（
内
線
１
１
６
）

　

  
後
期（
内
線
１
１
５
）

問

町
診
療
所
か
ら

お
知
ら
せ

【
1
月
の
休
診
日
】

　

  

1
月
27
日（
火
）1
日

　

  

聖
籠
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所

　

  

☎
２
７‐

１
２
３
４

問
　

ご
理
解
の
ほ
ど
、よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ　　参加費　　定員　　その他問 ￥ 定 他申対内会日

２
月
２
日（
月
）は

町
税
な
ど
の
納
期
限
で
す

・国
民
健
康
保
険
税  

第
７
期

・介
護
保
険
料  

第
７
期

・後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料  

第
７
期

納
付
に
は
納
め
忘
れ
の
な
い

口
座
振
替
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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《相談事業》

ところ　保健福祉センター
◆乳幼児健康診査
○２歳６ヶ月児歯科健診
　19日（月）午後１時20分～
○２歳児歯科健診
　20日（火）午後１時20分～
○３歳児健診
　26日（月）午後１時～
○乳児健診
　30日（金）午後１時～
◆学級
○育児学級
　8日（木）午後１時１５分～

1月の行事

《保健福祉事業》

ところ　役場１階会議室
◆行政相談
　13日（火）午前10時～11時30分
　　  役場総務課（内線２２５）問

ところ　結いハート聖籠
◆心配ごと相談（随時開催）
◆無料弁護士相談
　29日（木）午後１時～４時
　　  聖籠町社会福祉協議会
　　  ☎28-7110
問

保健福祉課
（町保健福祉センター内）
☎２７-６５１１

問

お問い合わせ先

I N F O R M A T I O N

おしらせ
聖籠町役場 ☎27－2111
町 民 会 館 ☎27－2121
図　書　館 ☎27－6166
町保健福祉センター
  保健福祉課 ☎27－6511
  長寿支援課 ☎20－7433

上下水道課 ☎27－5141
（上水道管理棟）

診　療　所 ☎27－1234

聖籠子育てアプリ登録はこちら！

町
長
の
動
向 

（
１
月
分
）

年
頭
の
訓
示

5
日

ざ
ぶ
〜
ん
安
全
祈
願
祭

7
日

聖
籠
町
新
春
を
祝
う
会

9
日

消
防
出
初
式

11 
日

区
長
会
議

22 
日

新
発
田
地
区

交
通
安
全
指
導
員
出
初
式

13 
日

町
村
会
役
員
会

知
事
と
の
懇
談
会

16
日

お問い合わせ　ホテルざぶ～ん　☎３２-５５８０
　　　　　　　保健福祉課（町保健福祉センター内） ☎２７-６５１１

ホテルざぶ～んの料金が変わります
　近年の人件費や光熱費などの高騰によりざぶ～ん館の運営経費が増大
しており、経営努力のみでは収支改善が見込めない状況となっています。
適切な施設維持管理を行うための収益確保を目的として、令和８年４月
より宿泊棟利用料の額を見直すことになりました。皆さまのご理解をお願い
します。

※令和８年４月以降、土曜日・祝日の前日は上記の料金に１０００円加算します。

部屋

和室

目的

貸席

貸席

貸風呂浴室

宿泊

宿泊洋室

和洋室
宿泊

利用単価

１人利用

２人利用

３人利用

１人利用

２人利用

３人利用

７３５０円

６３００円

５７７０円

８０８０円

６９３０円

６３４０円

４人利用

１人利用

２人利用

３人利用

４人利用

5人利用

6人利用

7人利用

２時間まで

２時間まで

1時間まで

９４５０円

８４００円

７３５０円

６８２０円

６３００円

５７７０円

５２５０円

５０００円

２０００円

１万３９０円

９２４０円

８０８０円

７５００円

６９３０円

６３４０円

５７７０円

５５００円

２２００円

７３５０円

６３００円

５７７０円

５２５０円

３０００円

８０８０円

６９３０円

６３４０円

５７７０円

３３００円

現在の料金 令和８年４月以降の料金
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日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ　　参加費　　定員　　その他問 ￥ 定 他申対内会日

げんきなよい子

ごめいふくをお祈りします

出 生
赤ちゃん 保護者 行政区

死 亡
氏　名 年齢 行政区

（注1） 町役場へ届出を提出された方で届出の際に
　　　ご承諾をいただいた方のみ掲載しています。
（注2） 略した文字で掲載しています。 戸籍の氏名
　　　と異なることがあります。 ご了承ください。

月の届出11

幸せ多い人生を

新郎・新婦 行政区
婚 姻

理 奈 さん
小 野 右 恭 さん

う き ょ う

り     な 苔 沼
( 武 田 )

綾 花 さん
富 田 貴 輝 さん

こ う き

りょ う か 藤 寄
( 泉 )

愛 理 さん
渡 辺 和 也 さん

か ず や

え　　り 次 第 浜
( 豊 岡 )

海 奈 さん
渡 辺 一 輝 さん

い っ き

み　　な 網 代 浜
( 野 口 )

網代浜さん （73歳）渡 辺 博 彰
ひ ろ あ き

正 庵さん （86歳）髙 松 岩 顯
い わ あ き

山 倉さん （77歳）渡 辺 敏 幸
と し ゆ き

亀 塚さん （82歳）細 山 友 政
と も ま さ

真 野さん （88歳）土 田 敏 三
と し ぞ う

次第浜さん （71歳）平 野 　 稔
みのる

蓮 潟さん （89歳）長 谷 川 時 雄
と き お

（長谷川　裕矢）澄 珠 網代浜
す　　　ず

ちゃん

（長谷川　一希）旭 蓮 野
あさひ

ちゃん

（田口　俊登）葵 萌 真 野
き 　　　 ほ

ちゃん

（山口　孝治）蒼 葉 旭ケ丘
あ　お　ば

ちゃん

（田村　琉隼）奏 向 二本松
か　な　た

ちゃん
（ 熊 倉 　 啓 ）つきみ 別 條ちゃん

（岩渕　夏夢）龍 翔 二本松
り ゅ う と

ちゃん

（田辺　竜矢）楓 華 ひばりが丘
ふ　う　か

ちゃん

　町教育委員会では、令和８年４月から町内の小学校、中学校へ入学
する児童・生徒の保護者の皆さんに、入学期日および学校名などを1月
末日までに郵送で通知します。
　通知書が届かない、または通知書の内容に異動や誤りがある場合は
至急教育委員会（教育未来課）へご連絡ください。

　令和８年２月16日（月）から３月16日（月）までの期間に、役場にて
令和７年分確定申告の受付が始まります。確定申告の開始に伴い、申告
に利用できる書類をご案内します。

　毎年１月下旬にハガキでお送りしております「国民健康保険税・後期
高齢者医療保険料・介護保険料の納入額のお知らせ（確定申告用）」を
社会保険料控除にお使いください。国民健康保険税を納めている方
（世帯）は、原則、世帯主さまにハガキをお送りしています。また、ハガキを
紛失した場合、役場町民課の窓口にて再発行できます。再発行に必要
なものは、下段【再発行に必要なもの】のとおりです。
　なお、保険税（料）を年金天引きのみで納入されている方にはハガキ
が届きません。確定申告の際は、年金機構の発行する公的年金などの
源泉徴収票などをご利用ください。

【再発行に必要なもの】
・身分証明書（マイナンバーカードや運転免許証など）
※同居世帯以外の方が申請する場合は、上記に併せて委任状が必要となります。

○小学校新入学児童
　平成31年４月２日から令和２年４月１日までに生まれた人
○中学校新入学生徒
　平成25年４月２日から平成26年４月１日までに生まれた人

小・中学校の
入学通知書をお届けします

お問い合わせ　教育未来課（内線３０３）

お問い合わせ　役場町民課　保険係（内線１１７）

国民健康保険・後期高齢者医療制度・介護保険に加入している・していた方へ

確定申告に利用できる書類のご案内

②国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・
　介護保険料の納入額のお知らせについて

保険制度名 発送時期 宛　名

国民健康保険 令和８年２月 世帯主

後期高齢者医療制度 令和８年１月 加入者本人

　医療費通知書を添付することで「医療費控除の明細書」の記載を簡略
化することができます。加入保険ごとの発送については以下のとおりです。

　医療費通知書を紛失した方は、役場町民課の窓口にて再発行できま
す。再発行に必要なものは、下段【再発行に必要なもの】のとおりです。

①医療費通知書について

※医療費通知書に記載がないものについては、領収書などを用いて申告してください
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日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ　　参加費　　定員　　その他問 ￥ 定 他申対内会日

第３子以降の給食費支援金事業に関する申請手続きのご案内

　町では、令和元年度より少子化対策や多子世帯の子育てに係る経済的な負担の軽減を図り、子どもを産み育てや
すい環境の一層の充実を図ることを目的とし、園・小・中学校に在籍する３歳児以上の園児、児童生徒を３人以上養育
している保護者に対して給食費の支援事業を行っています。

高校生以上は含めず
に、園・小・中学校に在
籍している３人目以降の
お子さんが対象です。
（３歳児から中学生ま
で）

０～２歳児の園児は支
援対象外となります。

※支援対象とならない子

支援対象とならない子

※支援対象となる子（第３子以降）の考え方

委嘱された民生委員・児童委員の皆さん

①園・小・中学校に在籍する園児、児童生徒を３人以上養育していること
　（３歳児から中学生までで３人以上）
②町内に住所を有すること
③養育するすべての園児、児童生徒の給食費に未納がないこと
以上のすべてに該当することが要件です。

保護者が実際に負担した令和７年４月分～令和８年３月分の第３子以降の園児、児童生徒の給食費相当
額が支援の対象です。就学援助などの公的扶助制度によりすでに給食費相当額の給付を受けている
場合は対象となりません。ただし、国などから給食費の一部について給付または免除を受けた場合
（※例：就学奨励制度や園の副食費免除制度など）は、その差額を対象とします。

令和８年１月５日（月）から２月２７日（金）の間に、役場３階子ども教育課窓口または在籍園にて申請を
受け付けます。
※対象児童が小・中学生の場合は、在籍する学校には提出せず、子ども教育課窓口までご提出をお願い
します。　

①申請書（子ども教育課窓口および町ホームページに用意してあります。）
②振込先の通帳（※保護者名義の預金口座に限る）の写し

養育するすべての園児、児童生徒の給食費について未納がないかを確認し、決定可否を通知します。
（令和８年５月中旬以降を予定しています。）

申請書にご記入いただいた口座に振り込みます。　

1 支援を受ける
　ことができる
　保護者の要件

3 申請期間・場所

4 必要書類など

6 支給方法

5 審査および
　決定通知

2 支援対象

支援対象となる子

例①

例①

例②

例②

第1子 第2子
対象
第3子

中学生 小学生 園児
（３歳児）

第1子 第2子
対象に
含めない

中学生 小学生 園児
（1歳児）

第1子 第2子
対象
第3子

中学生 小学5年 小学2年

含めない

高校生

第1子 第2子
対象に
含めない

中学生 小学5年 園児
（２歳児）

含めない

高校生

お問い合わせ　子ども教育課　学校支援係（内線３１２）

町
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
ご
紹
介
し
ま
す

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
任
期
満

了（
任
期
三
年
）に
よ
り
、令
和
７
年

12
月
１
日
付
け
で
聖
籠
町
の
委
員

24
名
の
方（
再
任
者
21
名
、新
任
者

３
名
）が
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、住
民

の
最
も
身
近
な
相
談
・
支
援
者
で

す
。生
活
上
の
問
題
な
ど
“
何
か
に

悩
ん
で
い
る
と
き
”
は
、ぜ
ひ
お
近

く
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

民
生
委
員
は
、児
童
委
員
を
兼
ね

て
い
ま
す
。虐
待
や
い
じ
め
、不
登

校
、非
行
な
ど
、子
ど
も
を
取
り
巻

く
環
境
が
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る

中
、支
援
が
必
要
な
児
童
と
そ
の
保

護
者
、妊
産
婦
、ひ
と
り
親
家
庭
な

ど
に
必
要
な
情
報
の
提
供
や
援
助

な
ど
を
行
い
、児
童
の
健
全
育
成
の

た
め
の
地
域
活
動
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、児
童
委
員
の
中
に
は
区
域
を

持
た
ず
、児
童
福
祉
を
専
門
に
担
当

し
、活
動
す
る
主
任
児
童
委
員
が
い

ま
す
。

　

主
任
児
童
委
員
は
、い
じ
め
や
不

登
校
、虐
待
や
非
行
、育
児
不
安
な

ど
子
ど
も
と
親
の
抱
え
る
様
々
な

問
題
に
対
し
、児
童
委
員
や
学
校
な

ど
の
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、早

期
発
見
や
問
題
解
決
に
向
け
た
活

動
を
行
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
法
律
で

個
人
の
秘
密
を
守
る
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。相
談
内
容
な

ど
を
口
外
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、安
心
し
て
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
た
び
の
一
斉
改
選
に
よ
り

３
名
の
民
生
委
員･

児
童
委
員
が

令
和
７
年
11
月
30
日
を
も
っ
て
退

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
い
間
、住
民
の
一
番
身
近
に

あ
っ
て
献
身
的
な
地
域
の
見
守
り

役
と
し
て
貢
献
く
だ
さ
り
、誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。退
任
後

も
引
き
続
き
、こ
れ
ま
で
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
と
し
て
の
貴
重
な
経

験
を
活
か
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

お
い
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と
と
ご
期

待
し
ま
す
。

【
退
任
者
】

　

 ※

敬
称
略
、数
字
は
在
職
年
数

◎
民
生
委
員
・
児
童
委
員

・
赤
木
厚
子（
丸
潟
・
桃
山
）16
年

・
五
十
嵐
信
博（
蓮
潟
）12
年

・
宮
下
レ
ン（
次
第
浜
）12
年

お
問
い
合
わ
せ

　
　

保
健
福
祉
課（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
事
務
局

☎
２
７-

６
５
１
１

あ
な
た
の
心
配
ご
と
を
解
決

　
　

す
る
お
手
伝
い
を
し
ま
す

児
童
委
員
・

　
　

主
任
児
童
委
員
の
活
動

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す

長
い
間

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

※略した文字で掲載しています。戸籍の氏名と異なることがあります。ご了承ください。

※敬称略

氏　　名

鈴　木　康　子

吉　井　聡　子

四ツ屋、道賀新田、上大谷内、真野

丸潟、桃山

渡　辺　　　朗 山倉、苔沼

臼　井　信　二 本諏訪山、本大夫、中の橋、本三賀

大　野　幸　一 山諏訪山、山大夫

本　間　恭　子 蓮潟

五十嵐　順　子 蓮潟、蓮潟新田

長谷川　玉　子 ひばりが丘、 尾沢ケ丘、稲の平、聖中ケ丘

圓　山　昌　晴 蓮野、甚兵エ橋

中　村　政　雄 八幡、別條

田　中　眞佐人 二本松

中　村　耕　次 山三賀、東山、正庵、外畑

加　藤　繁　夫 杉谷内、大夫興野

手　嶋　京　子 藤寄

坂　上　利　夫 旭ケ丘

神　田　礼　輔 網代浜

佐々木　イイ子 網代浜

高　橋　あけみ 亀塚

国　兼　伸　生 亀塚

田　村　八四男 次第浜

宮　下　洋　子 次第浜

後　藤　芳　廣 次第浜、汐美台

佐　藤　直　子 全学校区担当の主任児童委員

渡　辺　恵　子 全学校区担当の主任児童委員

担当行政区
やす こ

さと こ

しん じ

こう いち

やす こ

まさ はる

まさ お

こう じ

しげ お

きょう こ

とし お

れい すけ

のぶ お

よう こ

よし ひろ

なお こ

けい こ

や     し     お

こ

ま     さ     と

じゅん こ

たま こ

あきら

あ
つ     

この
ぶ    

ひ
ろ 

◀町ホーム
　ページは
　こちら
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日　程

ところ

送迎バス
申込期限

２月13日（金） ２月27日（金）

老人福祉センター 聖海荘 大広間

２月６日（金） ２月20日（金）

　聖籠町内では、こころや体を丈夫に保つために効果的な
「地域のお茶の間」の活動が広がっていて、皆さんで集まって
おしゃべりしたり、お茶のみをすることで介護予防や認知症
予防につながるほか、コロナ禍で減ってしまった集まりの場と
して参加者の楽しみのひとつになっています。
　その中のひとつとして、聖籠町民誰もが気軽に集まることが
出来る集まりの場が「お茶の間　聖海荘」です。皆さまお誘い
あわせのうえ、ぜひご利用ください！

※各回、全町を対象に送迎バスを運行します。送迎が必要な方
　は聖海荘（☎２７-７８３８）に事前にお申し込みください。

ご利用方法
・申し込み・参加費とも不要です。
・聖籠町民であればどなたでもご利用できます。
・ご希望の方には送迎バスを運行します。申し込みのあった方
には、 後日、送迎場所（集落公会堂など）、乗車時間をお知
らせします。
※申し込みが多数あった場合は、時間を調整させていただく
こともあります。
※自家用車での来館も可能です。
・バスは聖海荘へ10時着のお迎え便、聖海荘を午後２時15分
発のお送り便のみとなります。
・お食事はありませんので、各自ご用意ください。お弁当など
の持ち込みは可能です。
※お酒を飲むことも可能です。
・聖海荘のお風呂のご利用はできません。
・午前10時から午後２時の間は、おしゃべりや軽い運動、お昼
寝などご自由にお過ごしください。

お茶の間 聖海荘とは？

※カラオケ・将棋や麻雀セットもあります！
※BS放送も視聴可能です！

長寿支援課（町保健福祉センター内）高齢福祉係 ☎２０-７４３３問

お茶の間
聖海荘 無料開放
大好評!!

役場総務課  総務管理係（内線224）

男女共同参画通信

vol.85

　11月14日（金）に、男女共同参画推進事
業の一環として、胎内市産業文化会館に
て、男女共同参画講演会が開催されまし
た。

　今年度は、新潟食料農業大学 青山 浩子 
教授による、「～農業分野から考える女性
活躍～」をテーマに講演を行い、多くの方に
ご来場いただきました。

　講演会では、農業の担い手不足や農協、
地域組織における意思決定の場への女性
参加が少ないことについて、深刻的な問題
として取り上げ、女性が農業に参画するこ
とのメリットなどを中心に笑いを交えなが
ら講演していただきました。

　女性が農業に参画することで、多様な視
点から見ることができ、新商品開発・販路
拡大などで農産物販売金額などの伸び率
が高くなっています。

　今一度、男女がともに活躍できる環境づ
くりを通じ、持続可能な農業と地域の未来
を切り拓いていきましょう。

問

新発田市・胎内市・聖籠町
「定住自立圏男女共同参画推進事業」

を開催しました。

３月以降の予定も決まり次第、
広報などでお知らせします。

ひろこ

午前10時～午後２時時　間
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日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ　　参加費　　定員　　その他問 ￥ 定 他申対内会日

※○指：指名競争入札　○一：制限付一般競争入札

入札
方法

納入完了日
または工事（委託）
期間最終日

業者名契約額（円）場　所件　名

1

2

3

4

聖籠中学校体育館遮熱
フィルム貼付工事

位守町１号線道路
舗装補修工事

松くい虫被害木伐倒処理
業務委託

次第浜開発2号線外
10路線舗装復旧工事

聖籠町立
聖籠中学校

聖籠町 東港
１丁目 地内

聖籠町大字 
次第浜 地内

聖籠町内
一円

3,850,000

2,750,000

1,320,000

1,969,000

令和８年
２月２日

令和８年
３月24日

令和８年
12月19日

令和８年
３月30日

　
㈱諏訪建設

福田道路㈱
新発田営業所

北越緑化㈱
聖籠営業所

㈱下越道路

○一

○指

○一

入札結果
入札日　10月29日～11月20日

認知症に
関する事業のご案内

参加費
無料

認知症の人を介護する
家族のつどい

「オレンジカフェなごみ」
（認知症カフェ）
　認知症の人やご家族、地域の方など
どなたでも気軽に参加できる場です。
　お茶を飲みながら一緒に交流しませ
んか？認知症の相談もできます。

１月19日（月）
午後１時30分～３時

なごみの家（結いハート聖籠脇）

１月19日（月）
 午前10時30分～正午

町保健福祉センター

　認知症の人などを介護する家族が集
まり、日頃の介護の悩みや医療・介護
サービスなどについて相談、情報交換で
きる場です。

問申・
聖籠町地域包括支援センター
(町保健福祉センター内) 

☎２７‐６５２１

会

日

会

日

・参加の場合は下記申し込み先に連絡をお
願いします。
・悪天候などにより、中止となる場合がありま
す。その際は申し込みされた方へご連絡い
たします。

認知症講演会を
開催しました

　11月13日（木）、聖籠町町民会館内小ホールで認知症講演会
『～自分や大切な人がなったらどうする？～知って安心！認知
症』を開催しました。
　講演会では、医療法人社団有心会有田病院の医師有田正知
先生に昨年度に引き続きご講演いただきました。
　有田先生は、認知症の種類や特徴、認知症の予防方法など
について、実例やユーモアを交えながら正しく、楽しくお話しい
ただき、約70名の参加者の皆さんは、熱心に耳を傾けていまし
た。

町地域包括支援センター
（町保健福祉センター内）  ☎27-6521

○指

問

【認知症事業に
ご参加にあたってのお願い】
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日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ　　参加費　　定員　　その他問 ￥ 定 他申対内会日

　　

大
雨
が
降
る
度
に
家（
山
大
夫
地

内
）の
前
の
道
路
が
冠
水
し
て
し
ま

い
、非
常
に
困
っ
て
お
り
、連
絡
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。土
地
が
下

が
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
た
め
や
雨

量
が
増
え
て
い
る
た
め
、幾
ら
か
は

仕
方
な
い
の
で
す
が
、２
年
前
く
ら

い
に
住
宅
街
が
出
来
て
排
水
量
が

増
え
た
の
も
原
因
の
一
つ
と
考
え

ら
れ
ま
す
。引
っ
越
し
て
５
年
に
な

り
ま
す
が
、最
初
の
３
年
は
溢
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。去
年

か
ら
大
雨
が
降
る
た
び
に
冠
水
し

て
し
ま
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、排
水
機
能
の
見

直
し
お
よ
び
周
辺
の
排
水
溝
の
溜

ま
っ
た
泥
を
除
去
し
て
欲
し
く
、連

絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
排

水
溝
の
泥
が
溜
ま
り
、排
水
機
能
の

低
下
も
生
じ
て
い
ま
す
。）

　

ご
連
絡
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。山
大
夫
地
区
の
雨
水
滞
水
の
件

に
つ
い
て
で
す
が
、貴
方
様
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
と
お
り
排
水
溝
に
泥

が
堆
積
し
て
い
ま
す
と
排
水
能
力

が
低
下
し
、雨
水
が
溢
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。排
水
溝
の
泥
の
除
去

に
つ
き
ま
し
て
は
、他
の
集
落
と
同

様
に
区
長
を
通
し
て
住
民
の
方
に

協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。

　

今
回
ご
連
絡
を
受
け
現
地
を
確

認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、排

水
溝
の
泥
な
ど
に
つ
い
て
は
極
端

な
堆
積
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
部
集
水
桝
の
泥
溜
め
に
砂
の
堆

積
が
あ
り
、草
が
繁
茂
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、排
水
溝

の
清
掃
に
つ
き
ま
し
て
は
集
落
区

長
に
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

現
在
の
排
水
溝
の
容
量
に
つ
き

ま
し
て
は
、過
去
の
雨
量
の
も
と
設

計
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、近
年
の
集

中
豪
雨
の
雨
量
な
ど
、従
来
の
想
定

量
を
超
え
る
雨
量
の
場
合
排
水
し

き
れ
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。今
後
も
当
該
箇

所
の
降
雨
時
の
パ
ト
ロ
ー
ル
で
排

水
状
況
を
確
認
し
、適
宜
検
討
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
不
安
な
状
況
が
続
き
ま

し
た
ら
遠
慮
な
く
ご
連
絡
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　

山
大
夫
地
区
の
雨
水
滞
水
に
つ

い
て
ご
対
応
い
た
だ
き
、現
地
確
認

の
結
果
や
今
後
の
巡
回
・
検
討
方
針

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
り
感
謝
い
た

し
ま
す
。回
答
に
あ
る「
現
在
の
排

水
溝
の
容
量
に
つ
き
ま
し
て
は
、過

去
の
雨
量
の
も
と
設
計
さ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、近
年
の
集
中
豪
雨
の

雨
量
な
ど
、従
来
の
想
定
量
を
超
え

る
雨
量
の
場
合
排
水
し
き
れ
な
い

状
況
に
な
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。」と
い
う
ご
説
明
で
す
が
、

２
〜
３
年
前
に
町
の
主
導
で
住
宅

地
を
新
設
し
た
際
に
排
水
路
を
改

修
あ
る
い
は
新
設
し
て
い
た
と
記

憶
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
冠
水
し
た
箇
所
は
も
と

も
と
水
が
溜
ま
り
や
す
い
場
所
で

あ
る
た
め
、当
時
の
設
計
時
に
そ
の

点
が
十
分
考
慮
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
は
地
球
温
暖
化
な
ど
の
影

響
で
、局
所
的
か
つ
短
時
間
に
降
る

豪
雨
の
頻
度
・
強
度
が
増
加
す
る
と

予
想
さ
れ
ま
す
。今
回
の
事
象
は
、

20
〜
30
分
程
度
の
降
雨（
当
該
時
は

お
そ
ら
く
１
時
間
換
算
で
約
35 

㎜

前
後
、Y
a
h
o
o
!
天
気
の
情
報

に
よ
る
）で
冠
水
が
発
生
し
た
も
の

で
あ
り
、現
状
の
排
水
体
系
で
は
将

来
的
な
降
雨
負
荷
に
耐
え
ら
れ
な

い
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ま
す
。こ

の
場
所
は
地
域
の
主
要
道
路
で
あ

る
こ
と
、大
雨
が
降
る
た
び
に
周
辺

の
畑
，土
田
組
の
作
業
場
に
も
多
く

の
水
が
流
れ
込
ん
で
い
る
為
、早
め

の
ご
検
討
・
ご
対
応
い
た
だ
き
た
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

再
度
の
ご
連
絡
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。は
じ
め
に
、新
た
な
住

宅
地
を
新
設
し
た
際
に
改
修
し
た

排
水
路
は
、従
前
か
ら
水
が
溜
ま
り

や
す
い
地
域
分
を
考
慮
し
て
い
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ご

質
問
で
す
が
、地
区
計
画
と
し
て
新

設
さ
れ
た
住
宅
地
域
分
に
つ
き
ま

し
て
は
、現
在
の
基
準
に
則
し
た
排

水
能
力
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、制
度
上
従

前
か
ら
あ
る
地
域
の
分
ま
で
考
慮

さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
態
で
す
。

　

今
回
の
豪
雨
で
冠
水
し
た
と

い
う
こ
と
は
、従
前
の
排
水
設
備
は

も
ち
ろ
ん
、近
年
計
算
さ
れ
た
排
水

設
備
で
す
ら
処
理
し
き
れ
な
い
、

想
定
を
は
る
か
に
超
え
た
豪
雨
量

に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、町
内

各
地
で
同
様
の
現
象
が
起
き
て

い
ま
す
。

　

全
国
ニ
ュ
ー
ス
で
も
あ
る
よ
う

に
、施
設
能
力
を
超
え
る
豪
雨
が
起

き
や
す
く
な
っ
て
い
る
の
が
現
実

で
は
あ
り
ま
す
が
、聖
籠
町
の
場

合
、豪
雨
が
収
ま
っ
て
か
ら
30
分
以

上
冠
水
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
殆
ど

な
い
の
が
唯
一
の
救
い
で
は
あ
り

ま
す
。貴
方
様
ご
指
摘
の
と
お
り
、

そ
れ
ら
の
豪
雨
に
も
対
応
で
き
る

排
水
体
系
の
確
保
が
望
ま
し
い
と

は
考
え
て
い
ま
す
が
、現
在
は
、国
・

県
な
ど
が
示
す
排
水
能
力
を
備
え

た
整
備
を
行
っ
て
き
て
い
る
た
め
、

今
後
の
国
・
県
な
ど
の
動
向
、基
準

と
な
る
数
値
な
ど
の
設
定
、流
末
も

含
め
た
排
水
能
力
調
査
、優
先
順
位

を
含
め
た
全
体
計
画
な
ど
、ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
か
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
今
回
の
場
所
に
つ
き
ま
し

て
は
、現
在
設
置
さ
れ
て
い
る
集
水

桝
の
形
状
に
よ
り
、ス
ム
ー
ズ
な
排

水
に
な
っ
て
い
な
い
可
能
性
も
あ

り
ま
す
の
で
、形
状
や
機
能
な
ど
の

確
認
お
よ
び
改
善
方
法
な
ど
の
検

討
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
に
住
ん
で
い
る
方
々
の
不
安

を
少
し
で
も
取
り
除
け
る
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

が
、現
状
を
察
し
て
い
た
だ
き
、ご

理
解
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。今

後
も
不
安
な
状
況
な
ど
あ
り
ま
し

た
ら
遠
慮
な
く
ご
連
絡
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　　

先
日
、町
民
会
館
前
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
で
ナ
イ
タ
ー
練
習
を
し
た
時
に

コ
ー
ト
を
覗
き
込
み
何
か
話
し
て

い
る
人
が
い
て
、特
に
女
性
が
気
味

悪
が
っ
て
い
ま
し
た
。コ
ー
ト
の
周

り
は
街
灯
が
な
い
た
め
、灯
り
を
増

や
し
て
頂
け
な
い
な
ら
、ス
タ
ッ
フ

に
よ
る
巡
回
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
脇

の
道
路
を
コ
ー
ト
利
用
者
以
外
の

立
ち
入
り
を
禁
止
し
て
欲
し
い
で

す
。犯
罪
が
多
発
し
て
い
る
昨
今
で

す
の
で
、何
か
起
こ
る
前
に
対
策
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

　

こ
の
度
は
町
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

を
ご
利
用
の
際
に
感
じ
ら
れ
た
ご

不
安
に
つ
い
て
、貴
重
な
ご
意
見
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。ご
指
摘
の
あ
り
ま

し
た
、夜
間
に
お
け
る
コ
ー
ト
周
辺

の
暗
さ
や
利
用
者
以
外
の
方
の
行

動
に
対
す
る
ご
心
配
に
つ
き
ま
し

て
は
、町
と
し
て
も
利
用
者
の
安

全
確
保
を
図
る
う
え
で
重
要
な
ご

意
見
と
し
て
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　

公
共
施
設
は
国
籍
や
宗
教
を
問

わ
ず
、ど
な
た
で
も
利
用
で
き
る
施

設
で
あ
り
、す
べ
て
の
利
用
者
の
皆

さ
ま
が
快
適
に
施
設
を
利
用
で
き

る
よ
う
、マ
ナ
ー
啓
発
や
環
境
整
備

を
実
施
し
な
が
ら
、照
明
設
備
や
施

設
の
点
検
・
清
掃
な
ど
、日
常
的
な

管
理
の
中
で
安
全
面
に
配
慮
し
た

維
持
管
理
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、町
と
い
た
し
ま
し
て

は
、施
設
の
適
切
な
管
理
と
あ
わ
せ

て
、利
用
者
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て

ご
利
用
い
た
だ
け
る
環
境
づ
く
り

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
親
子
で
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
や
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
で
利

用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

利
用
時
に
設
備
の
劣
化
が
あ
り
、

２
点
改
善
し
て
い
た
だ
き
た
く
問

い
合
わ
せ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

１
点
目
は
路
面
の
劣
化
で
す
。ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
で
転
ん
だ
際
、ヘ
ル

メ
ッ
ト
、プ
ロ
テ
ク
タ
ー
を
着
用
し

て
い
て
も
路
面
が
粗
く
擦
り
傷
な

ど
の
怪
我
を
し
て
し
ま
い
ま
す
。路

面
の
補
修
や
塗
装
な
ど
を
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

２
点
目
は
ふ
れ
あ
い
広
場
の
周

り
を
囲
う
地
面
の
砂
で
す
。雨
に
よ

り
砂
が
流
れ
て
き
て
、バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
、テ
ニ
ス
の
壁
打
ち
、ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
を
利
用
し
た
方
が

滑
っ
て
転
ん
で
怪
我
を
し
て
し
ま

い
ま
す
。雨
が
降
っ
て
も
砂
が
流
れ

て
こ
な
い
対
策
を
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

以
前
の
よ
う
に
キ
レ
イ
な
路
面
、

設
備
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
子
供

か
ら
大
人
ま
で
今
ま
で
以
上
に
気

持
ち
よ
く
利
用
で
き
る
と
思
い
ま

す
。お
忙
し
い
と
こ
ろ
恐
れ
入
り
ま

す
が
、ご
返
信
い
た
だ
け
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
は
ふ
れ
あ
い
広
場
の
ご

利
用
に
際
し
、施
設
の
路
面
や
周
囲

環
境
に
つ
い
て
貴
重
な
ご
意
見
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。ご
指
摘
の
あ
り
ま

し
た
２
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、町
と

し
て
も
施
設
の
課
題
と
し
て
認
識

し
て
い
ま
す
。

　

現
在
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る

当
町
の
社
会
教
育
施
設
は
、す
べ
て

建
設
や
設
置
か
ら
か
な
り
の
年
数

が
経
過
し
て
お
り
、緊
急
性
の
高
い

施
設
か
ら
順
番
に
修
理
を
行
っ
て

い
る
状
況
で
す
。

　

そ
の
た
め
、上
記
の
２
点
に
関
し

て
は
、現
段
階
で
は
定
期
的
な
点
検

や
清
掃
な
ど
を
行
い
、可
能
な
範
囲

で
の
安
全
確
保
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
つ
き
ま

し
て
は
、今
後
の
施
設
管
理
の
際
の

重
要
な
ご
意
見
と
受
け
と
め
、地
域

の
皆
さ
ま
に
安
心
し
て
施
設
を
ご

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、引
き
続
き

環
境
整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
の

で
、ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
も
長
期
予
報
に
よ
る
と

12
月
頃
か
ら
寒
く
な
っ
て
ま
と

ま
っ
た
雪
が
降
る
ド
カ
雪
に
な
る

よ
う
な
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
と
天
気
予
報
で
は
言
っ
て
い
ま

す
。う
ち
の
子
ど
も
は
祝
祭
日
は
ほ

と
ん
ど
休
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。土
日

も
休
み
で
無
い
日
も
あ
り
ま
す
。な

の
で
除
雪
業
者
の
人
に
お
願
い
し

て
も
ら
い
た
い
の
で
す
が
、土
日
祝

日
で
も
大
雪
の
際
は
平
日
の
よ
う

な
時
間
か
ら
除
雪
を
し
て
、朝
７
時

頃
ま
で
に
は
除
雪
が
終
わ
れ
る
様

に
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

私
の
家
の
前
の
町
道
は
消
雪
パ

イ
プ
が
な
い
の
で
県
道
へ
出
る
の

に
50
ｍ
位
あ
り
ま
す
。出
来
れ
ば
消

雪
パ
イ
プ
が
な
い
所
か
ら
除
雪
を

先
に
や
っ
て
も
ら
え
た
ら
一
番
い

い
の
で
す
が
、業
者
の
都
合
も
あ
る

と
思
い
ま
す
か
ら
、私
の
都
合
ば
か

り
言
っ
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
。よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。消
雪
パ
イ
プ

も
な
る
べ
く
早
く
敷
設
し
て
も
ら

え
た
ら
あ
り
が
た
い
で
す
が
‼

　

二
人
の
年
金
で
は
食
料
品
や
光

熱
費
が
上
が
る
ば
か
り
で
ど
う
し

よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。三
男
の
子
は

務
め
て
い
る
の
で
す
が
、自
分
の
こ

と
で
い
っ
ぱ
い
で
家
に
は
生
活
費

は
入
れ
ま
せ
ん
。逆
に
食
べ
さ
せ
て

い
る
様
な
状
況
で
す
。こ
れ
か
ら
寒

く
な
る
と
コ
タ
ツ
、灯
油
代
、電
気

代
が
夏
場
の
２
倍
位
か
か
り
ま
す
。

何
と
か
灯
油
代
の
支
援
だ
け
で
も

お
願
い
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
度
は
ご
連
絡
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
除
雪
対
策
な
ど
に
対
す

る
回
答
と
な
り
ま
す
が
、ご
要
望
の

土
日
祝
日
の
除
雪
時
間
に
つ
い
て

は
、基
本
的
に
は
曜
日
に
関
係
な

く
、除
雪
作
業
開
始
時
間
を
夜
中
の

０
時
、除
雪
作
業
終
了
時
間
を
７
時

に
し
て
い
ま
す
。休
日
だ
か
ら
と

い
っ
て
遅
く
な
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、降
雪
の
状
況
に
よ
り
、除

雪
出
動
の
判
断
が
０
時
を
超
え
る

場
合
、大
雪
で
除
雪
作
業
が
間
に
合

わ
ず
７
時
を
過
ぎ
る
場
合
な
ど
が

あ
り
ま
す
の
で
、そ
の
点
に
つ
い
て

は
ご
容
赦
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

除
雪
の
順
序
に
つ
い
て
は
、車
道

除
雪
を
効
率
良
く
終
わ
ら
せ
る
た

め
、各
業
者
が
ル
ー
ト
を
決
め
て
お

り
ま
す
の
で
ご
理
解
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

消
雪
パ
イ
プ
の
設
置
に
つ
い
て

は
、各
集
落
の
要
望
を
参
考
に
は
し

て
い
ま
す
が
、町
の
消
雪
パ
イ
プ
設

置
基
準
に
沿
っ
て
設
置
路
線
を
決

定
し
て
い
ま
す
の
で
、必
ず
し
も
ご

要
望
に
沿
え
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
ご
容
赦
願
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

今
後
も
除
雪
作
業
に
つ
い
て
ご

心
配
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、遠
慮

な
く
ご
連
絡
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。【
ふ
る
さ
と
整
備
課
】

　

次
に
灯
油
代
支
援
な
ど
に
対
す

る
回
答
と
な
り
ま
す
が
、町
で
は
こ

れ
ま
で
、非
課
税
世
帯
の
方
な
ど
を

対
象
に
給
付
金
や
灯
油
購
入
費
に

対
す
る
助
成
金
を
支
給
し
て
き
ま

し
た
。こ
れ
ら
の
事
業
は
、物
価
高

騰
に
対
す
る
低
所
得
世
帯
へ
の
支

援
策
と
し
て
、国
や
県
と
連
携
し
な

が
ら
実
施
し
て
き
た
も
の
で
あ
り
、

今
後
新
た
な
給
付
事
業
を
実
施
す

る
に
は
、国
か
ら
新
た
な
方
針
が
示

さ
れ
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
り
ま

す
。

　

現
時
点
で
、今
後
の
物
価
高
騰
に

対
す
る
国
の
方
針
は
示
さ
れ
て
お

り
ま
せ
ん
が
、仮
に
新
た
な
給
付
金

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、対
象
と
な
る
方
へ
ご
案
内

の
文
書
を
送
付
す
る
と
と
も
に
広

報
誌
な
ど
で
ひ
ろ
く
お
知
ら
せ
を

し
ま
す
の
で
、引
き
続
き
国
や
町
の

動
向
に
ご
注
目
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

　

ま
た
、世
帯
の
実
情
を
詳
し
く
お

聞
き
す
る
こ
と
で
、給
付
金
と
は
別

の
生
活
支
援
策
を
ご
案
内
で
き
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。ぜ
ひ
、一
度
保

健
福
祉
課
ま
で
ご
相
談
を
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。【
保
健
福
祉

課
】

　

貴
重
な
ご
意
見
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

10
月
19
日
に
実
施
し
た
、防
災
訓

練
に
お
い
て
、携
帯
電
話
の
エ
リ
ア

メ
ー
ル
、緊
急
地
震
速
報
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
し
、聖
籠
町
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

に
も
全
く
通
知
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。情
報
提
供
の
手
段
が
全
く
で

き
て
い
な
い
の
で
す
が
、ど
う
な
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
度
は
防
災
訓
練
当
日
の
町

の
情
報
配
信
に
つ
い
て
、大
変
貴
重

な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
て
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
意
見
の
と
お
り
今
年
度
の
防

災
訓
練
に
つ
い
て
は
、町
Ｓ
Ｎ
Ｓ

（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
・
Ⅹ
）や
エ
リ
ア
メ
ー
ル

（
緊
急
速
報
メ
ー
ル
含
む
、以
下「
エ

リ
ア
メ
ー
ル
」）で
の
配
信
を
控
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

訓
練
時
の
エ
リ
ア
メ
ー
ル
に
よ

る「
緊
急
地
震
速
報
」の
配
信
に
つ

い
て
は
、自
治
体
向
け「
緊
急
速
報

メ
ー
ル
配
信
の
手
引
き
」に
お
い

て
、実
災
害
時
の
ブ
ザ
ー
音
と
異
な

る
着
信
音
と
な
り
受
信
者
に
誤
っ

た
音
を
意
識
付
け
て
し
ま
う
恐
れ

が
あ
る
こ
と
か
ら
、訓
練
開
始
の
合

図
と
し
て「
緊
急
地
震
速
報
」を
エ

リ
ア
メ
ー
ル
で
配
信
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、昨
年
の
訓
練
で
は
、洪

水
想
定
地
区
を
対
象
に
、町
S
N
S

や
エ
リ
ア
メ
ー
ル
を
活
用
し
て「
避

難
情
報
」を
配
信
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、今
年
度
配
信
を
実
施
し
な
か
っ

た
こ
と
で
、結
果
と
し
て
町
民
の
皆

さ
ま
を
混
乱
さ
せ
て
し
ま
い
ま
し

た
こ
と
は
、こ
ち
ら
の
周
知
不
足
に

よ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、い
た
だ
い
た

ご
意
見
を
踏
ま
え
ま
し
て
、次
年
度

以
降
の
防
災
訓
練
時
の
町
Ｓ
Ｎ
Ｓ

お
よ
び
エ
リ
ア
メ
ー
ル
の
活
用
方

針
に
つ
い
て
検
討
・
周
知
し
て
い

き
ま
す
。

　

な
お
、今
年
度
の
訓
練
で
は
町

S
N
S
お
よ
び
エ
リ
ア
メ
ー
ル
の

活
用
を
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、町
防
災
行
政
無
線
と
併
せ

て
町
の
情
報
配
信
手
段
と
し
て
整

備
し
て
お
り
、年
４
回
実
施
さ
れ
る

全
国
一
斉
の
Ｊ
ア
ラ
ー
ト（
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
）に
よ
る
情
報
伝

達
試
験
や
、日
頃
か
ら
の
行
政
情
報

な
ど
の
配
信
を
通
じ
て
、配
信
シ
ス

テ
ム
が
正
常
に
作
動
す
る
こ
と
を

確
認
す
る
と
と
も
に
、職
員
の
配
信

操
作
の
習
熟
を
図
り
、適
正
な
情
報

配
信
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
度
は
大
変
貴
重
な
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
町
の
防
災
行
政
に
つ

い
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、町
政
ポ
ス
ト
に
投
稿
の

あ
っ
た
町
政
に
対
す
る
ご
意
見
、ご
質
問
と
そ
れ
に

対
す
る
回
答
を
紹
介
し
ま
す
。

　

町
政
ポ
ス
ト
は
が
き
や
Ｅ
メ
ー
ル
の
内
、住
所
・

氏
名
・
連
絡
先
が
記
載
さ
れ
、ご
投
稿
い
た
だ
い
た

ご
意
見
・
ご
質
問
を
広
報
に
て
紹
介
し
ま
す
。あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、投
稿
者
や
第
三
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
害

す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
な
ど
、投
稿
と
回
答
の
内
容

に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

役
場
総
務
課
　
広
報
広
聴
係
（
内
線
２
２
２
）

問

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
＆
Ａ

町
政
ポ
ス
ト

　町
政
ポ
ス
ト

　

Ａ町から
の
回
答

　（
担
当 

ふ
る
さ
と
整
備
課
）

Ａ町から
の
回
答

　（
担
当 

ふ
る
さ
と
整
備
課
）

Ａ町から
の
回
答

　（
担
当 

社
会
教
育
課
）

Ａ町から
の
回
答

　（
担
当 

社
会
教
育
課
）

Ｑ道路の
冠
水
に
つ
い
て

　（
回
答
へ
の
再
質
問
）

Ｑスポア
イ
ラ
ン
ド
聖
籠

　
ふ
れ
あ
い
広
場
で
の
要
望

Ｑ除雪対
策
・
消
雪
パ
イ
プ
設
置
・

　
灯
油
代
の
支
援
に
つ
い
て

Ｑ町
民
会
館
前
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
　

の
ナ
イ
タ
ー
練
習
時
の
治
安

に
つ
い
て

Ｑ道路の
冠
水
に
つ
い
て
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は
入
れ
ま
せ
ん
。逆
に
食
べ
さ
せ
て

い
る
様
な
状
況
で
す
。こ
れ
か
ら
寒

く
な
る
と
コ
タ
ツ
、灯
油
代
、電
気

代
が
夏
場
の
２
倍
位
か
か
り
ま
す
。

何
と
か
灯
油
代
の
支
援
だ
け
で
も

お
願
い
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
度
は
ご
連
絡
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
除
雪
対
策
な
ど
に
対
す

る
回
答
と
な
り
ま
す
が
、ご
要
望
の

土
日
祝
日
の
除
雪
時
間
に
つ
い
て

は
、基
本
的
に
は
曜
日
に
関
係
な

く
、除
雪
作
業
開
始
時
間
を
夜
中
の

０
時
、除
雪
作
業
終
了
時
間
を
７
時

に
し
て
い
ま
す
。休
日
だ
か
ら
と

い
っ
て
遅
く
な
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、降
雪
の
状
況
に
よ
り
、除

雪
出
動
の
判
断
が
０
時
を
超
え
る

場
合
、大
雪
で
除
雪
作
業
が
間
に
合

わ
ず
７
時
を
過
ぎ
る
場
合
な
ど
が

あ
り
ま
す
の
で
、そ
の
点
に
つ
い
て

は
ご
容
赦
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

除
雪
の
順
序
に
つ
い
て
は
、車
道

除
雪
を
効
率
良
く
終
わ
ら
せ
る
た

め
、各
業
者
が
ル
ー
ト
を
決
め
て
お

り
ま
す
の
で
ご
理
解
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

消
雪
パ
イ
プ
の
設
置
に
つ
い
て

は
、各
集
落
の
要
望
を
参
考
に
は
し

て
い
ま
す
が
、町
の
消
雪
パ
イ
プ
設

置
基
準
に
沿
っ
て
設
置
路
線
を
決

定
し
て
い
ま
す
の
で
、必
ず
し
も
ご

要
望
に
沿
え
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
ご
容
赦
願
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

今
後
も
除
雪
作
業
に
つ
い
て
ご

心
配
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、遠
慮

な
く
ご
連
絡
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。【
ふ
る
さ
と
整
備
課
】

　

次
に
灯
油
代
支
援
な
ど
に
対
す

る
回
答
と
な
り
ま
す
が
、町
で
は
こ

れ
ま
で
、非
課
税
世
帯
の
方
な
ど
を

対
象
に
給
付
金
や
灯
油
購
入
費
に

対
す
る
助
成
金
を
支
給
し
て
き
ま

し
た
。こ
れ
ら
の
事
業
は
、物
価
高

騰
に
対
す
る
低
所
得
世
帯
へ
の
支

援
策
と
し
て
、国
や
県
と
連
携
し
な

が
ら
実
施
し
て
き
た
も
の
で
あ
り
、

今
後
新
た
な
給
付
事
業
を
実
施
す

る
に
は
、国
か
ら
新
た
な
方
針
が
示

さ
れ
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
り
ま

す
。

　

現
時
点
で
、今
後
の
物
価
高
騰
に

対
す
る
国
の
方
針
は
示
さ
れ
て
お

り
ま
せ
ん
が
、仮
に
新
た
な
給
付
金

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、対
象
と
な
る
方
へ
ご
案
内

の
文
書
を
送
付
す
る
と
と
も
に
広

報
誌
な
ど
で
ひ
ろ
く
お
知
ら
せ
を

し
ま
す
の
で
、引
き
続
き
国
や
町
の

動
向
に
ご
注
目
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

　

ま
た
、世
帯
の
実
情
を
詳
し
く
お

聞
き
す
る
こ
と
で
、給
付
金
と
は
別

の
生
活
支
援
策
を
ご
案
内
で
き
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。ぜ
ひ
、一
度
保

健
福
祉
課
ま
で
ご
相
談
を
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。【
保
健
福
祉

課
】

　

貴
重
な
ご
意
見
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

10
月
19
日
に
実
施
し
た
、防
災
訓

練
に
お
い
て
、携
帯
電
話
の
エ
リ
ア

メ
ー
ル
、緊
急
地
震
速
報
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
し
、聖
籠
町
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

に
も
全
く
通
知
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。情
報
提
供
の
手
段
が
全
く
で

き
て
い
な
い
の
で
す
が
、ど
う
な
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
度
は
防
災
訓
練
当
日
の
町

の
情
報
配
信
に
つ
い
て
、大
変
貴
重

な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
て
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
意
見
の
と
お
り
今
年
度
の
防

災
訓
練
に
つ
い
て
は
、町
Ｓ
Ｎ
Ｓ

（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
・
Ⅹ
）や
エ
リ
ア
メ
ー
ル

（
緊
急
速
報
メ
ー
ル
含
む
、以
下「
エ

リ
ア
メ
ー
ル
」）で
の
配
信
を
控
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

訓
練
時
の
エ
リ
ア
メ
ー
ル
に
よ

る「
緊
急
地
震
速
報
」の
配
信
に
つ

い
て
は
、自
治
体
向
け「
緊
急
速
報

メ
ー
ル
配
信
の
手
引
き
」に
お
い

て
、実
災
害
時
の
ブ
ザ
ー
音
と
異
な

る
着
信
音
と
な
り
受
信
者
に
誤
っ

た
音
を
意
識
付
け
て
し
ま
う
恐
れ

が
あ
る
こ
と
か
ら
、訓
練
開
始
の
合

図
と
し
て「
緊
急
地
震
速
報
」を
エ

リ
ア
メ
ー
ル
で
配
信
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、昨
年
の
訓
練
で
は
、洪

水
想
定
地
区
を
対
象
に
、町
S
N
S

や
エ
リ
ア
メ
ー
ル
を
活
用
し
て「
避

難
情
報
」を
配
信
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、今
年
度
配
信
を
実
施
し
な
か
っ

た
こ
と
で
、結
果
と
し
て
町
民
の
皆

さ
ま
を
混
乱
さ
せ
て
し
ま
い
ま
し

た
こ
と
は
、こ
ち
ら
の
周
知
不
足
に

よ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、い
た
だ
い
た

ご
意
見
を
踏
ま
え
ま
し
て
、次
年
度

以
降
の
防
災
訓
練
時
の
町
Ｓ
Ｎ
Ｓ

お
よ
び
エ
リ
ア
メ
ー
ル
の
活
用
方

針
に
つ
い
て
検
討
・
周
知
し
て
い

き
ま
す
。

　

な
お
、今
年
度
の
訓
練
で
は
町

S
N
S
お
よ
び
エ
リ
ア
メ
ー
ル
の

活
用
を
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、町
防
災
行
政
無
線
と
併
せ

て
町
の
情
報
配
信
手
段
と
し
て
整

備
し
て
お
り
、年
４
回
実
施
さ
れ
る

全
国
一
斉
の
Ｊ
ア
ラ
ー
ト（
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
）に
よ
る
情
報
伝

達
試
験
や
、日
頃
か
ら
の
行
政
情
報

な
ど
の
配
信
を
通
じ
て
、配
信
シ
ス

テ
ム
が
正
常
に
作
動
す
る
こ
と
を

確
認
す
る
と
と
も
に
、職
員
の
配
信

操
作
の
習
熟
を
図
り
、適
正
な
情
報

配
信
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
度
は
大
変
貴
重
な
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
町
の
防
災
行
政
に
つ

い
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ町から
の
回
答

　（
担
当 

ふ
る
さ
と
整
備
課
・

　  

保
健
福
祉
課
）

Ｑ総合防
災
訓
練
の
通
知
方
法
　

に
つ
い
て

Ａ町から
の
回
答

　（
担
当 
生
活
環
境
課
）
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日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ　　参加費　　定員　　その他問 ￥ 定 他申対内会日

JAPANサッカーカレッジからのお知らせ JSCJSC

　10月13日（月・祝）、聖籠町町民会館を中心に「２０２５スポレク祭in SEIRO」
が開催され、本校サッカービジネス科の学生約40名が運営補助として参加し
ました。
　当日は、屋外ステージで披露されたハワイアンフラやヒップホップダンスが会
場を盛り上げ、訪れた多くの来場者を魅了しました。野球場では、オイシックス新
潟アルビレックスＢＣの選手によるバッティング体験が行われ、参加者にとって
貴重なひとときとなりました。また、スポアイランド聖籠では、キックターゲットを
はじめとした体験型イベントが各所で実
施され、未就学児からご年配の方まで、
幅広い世代が楽しめる１日となりました。
　今後も私たちは地域の一員として、
聖籠町の発展に貢献できるよう、積極的
に地域活動に取り組んでまいります。

【２０２５スポレク祭 in SEIRO に参加してきました！】

アルビレックス新潟情報！！
トップチーム レディース

【株式会社アルビレックス新潟 役員人事について】 【２０２５/26皇后杯ＪＦＡ 
第47回全日本女子サッカー選手権大会】

　今季は、『超えて、奪う。』をスローガンに、昨季までを
超え、タイトルを奪いに行くという意気込みで挑んでまい
りました。皇后杯３回戦では今季リーグ戦で２敗を喫して
いるマイナビ仙台を相手に120分戦い０対０。ＰＫ戦では
ＧＫ久野選手の好セーブで勝利。準々決勝に駒を進めま
したが惜しくも敗戦となり、決勝の舞台の切符を掴むこ
とができませんでした。気持ちを新たにカップ戦・リーグ
戦に臨みます。応援よろしくお願いいたします。

　中野幸夫 代表取締役社長が２０２６年１月31日をもって
退任し、野澤洋輔 取締役営業本部長が２０２６年２月１日
より代表取締役社長に就任することを決議いたしました。

【２０２５/26 ＷＥリーグ ウィンターブレイク】

アルビレックス新潟レディース
ホームページ
試合日程や結果をチェック！

詳しい情報は、チラシ・SNS・ホームページにて随時お知らせします。

　ＷＥリーグでは２０２１年９月の開幕以来、秋春制を取り入れていま
す。２０２５/２６シーズンも８月に開幕し、２０２６年５月までシーズン
が続きますが、冬季にはウィンターブレイクを挟みます。現在リーグ戦
は前半を折り返して後半２試合を終了したところ。これから約２ヵ月前
後の間、公式戦のない時期を過ごしますが、この時期が再開後の巻き
返しに重要な期間になることは間違いありません。再開後の試合日程
は１月中旬に発表予定となっております。

　10月18日（土）に行われた聖籠町地域学校協働本部主催
の、聖籠中学校と連携したさつまいも掘り体験にサッカービ
ジネス科で参加しました。
　当日は、畑の草刈りやマルチ外し、芋づるの回収、さつまい
も掘りの作業を行いました。 今回の苗植えを通して、普段食
べている野菜が多くの手間をかけて育てられていることを知
り、食べ物の大切さを改めて感じました。今後、苗がどのよう
に成長するのか楽しみです。
　苗植えから収穫まで行い、子供たちと一緒に命の大切さ
について共有することができました。

【ふるさとの森・教材園交流イベント
さつまいも掘り体験に参加してきました！】

（中野幸夫代表取締役社長コメント）
　いつもアルビレックス新潟への温かいご支援と、熱いご声援を
賜りまして、誠にありがとうございます。
　２０２０年11月、３度目となる代表取締役に就任し、クラブ経営
を進めてまいりましたが、今シーズンの成績不振において、そのす
べての責任は私にございます。このたび、今年度末をもって退任
することを取締役会に申し出て、承認を得た次第でございます。
　ホームやアウェイに関わらず、選手たちと共に戦ってくださる
サポーターの皆様、パートナー企業の皆様、ホームタウン関連の
方々、アルビレックス新潟を支えてくださるすべての方々から、
これほどまでに大きな後押しをいただいたにも関わらず、来季は
Ｊ２で戦うという結果となってしまいました。この結果を真摯に
受け止めるとともに、大きな責任を痛感しております。大変申し訳
ございません。
　私に課されている使命は、今シーズンの最終戦までクラブ一丸
となり、しっかりと戦い抜くということ、そして新しい体制へ速や
かな移行を進めていくことだと考えております。これらを最後
まで遂行してまいります。
　重ねまして、アルビレックス新潟を応援してくださるすべての
皆様に、心から感謝を申し上げます。本当に、ありがとうございま
した。
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町の宝で～す 11月の乳児検診から

「食は味楽来」「食は味楽来」
ミ ラ クル

　この写真は保健福祉セ
ンターで行われている乳
児検診会場で主に４か月
検診対象乳児を撮影して
います。
※略した文字で掲載して
います。戸籍の氏名と異な
ることがあります。ご了承
ください。

元気に育ってね!

渡辺 旺花ちゃん
おうか

瀬高 月ちゃん
つき

山口 陽葵ちゃん
ひまり

宮沢 咲葵ちゃん
さ　き

石井 笑橙ちゃん
え　と

宮下 蓮音ちゃん
れんと

田村 涼梛ちゃん
すずな

本間 空桜ちゃん
あ　お

本間 汐恩ちゃん
しおん

おせち料理は、大切な食文化です！
　１月は「睦月」ともいいます。親戚や友人
が互いに行き交い「仲睦まじくする」ことか
ら名付けられました。新年を祝い、家族や親
戚が集まって食べる料理といえば、「おせち
料理」です。使われる材料や料理には、それ
ぞれ意味があります。「おせち料理」は、子ど
もたちに伝えたい大切な食文化です。

給食レシピ 紅白サラダ

お問い合わせ　学校給食共同調理場　栄養教諭　☎２７-７７３０

◎作り方

◎材料（４人分）

　お正月の紅白なますは苦手な人でも、マヨネーズのサラダなら食べられるかも・・・
野菜が不足しやすい冬休みの１品におすすめです。

① 大根、にんじんは、５㎝位の長さの千切りにして、さっとゆでて冷まし、水気をしぼる
② 枝豆のむき身をゆでておく
③ ハムは、千切りにする
④ ①、②、③を合わせて、マヨネーズ、しょうゆで和える

140ｇ
40g
20g

大根
にんじん
ロースハム

………
………
………

………
………
………

20g
大さじ２
小さじ1/2

冷凍枝豆（むきみ）
マヨネーズ
しょうゆ
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給食は、郷土料理の「のっぺい汁」や地場産の大根を使った「紅白サラダ」などで、新しい年を祝います。作ってみませんか。

黒豆：健康長寿
　　  勤勉
　　  魔除け

伊達巻き：
学問成就

数の子：
子孫繁栄

えび：
健康長寿

昆布巻き：縁起物
　　　　  健康長寿
　　　　  学業成就　
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第
　
回

第
　
回
新
潟
県
ジ
ュ
ニ
ア
美
術
展
覧
会 

入
賞
作
品

新
潟
県
ジ
ュ
ニ
ア
美
術
展
覧
会 

入
賞
作
品

5656

『きずだらけの よだか』

廣川 森さん
山倉小学校３年

奨励賞

『海の王じゃサメ』

佐藤 俐汰さん
山倉小学校2年

奨励賞

『ぼくとかれたひまわり』

佐藤 快さん
山倉小学校3年

奨励賞

『あさがおさん、いっぱい
さいてくれてありがとう』

渡辺 晃大さん
山倉小学校1年

奨励賞

優秀賞

しん

『ちょうちんあんこう』

渡辺 綾人さん
山倉小学校2年

あやと

こうた りつた

かい

　
子
ど
も
た
ち
の
絵
の
祭
典「
第
56
回

新
潟
県
ジ
ュ
ニ
ア
美
術
展
覧
会
」

（
主
催
：
新
潟
日
報
社
、県
教
育
委
員
会

な
ど
）に
入
賞
し
た
町
の
児
童
9
名
の

作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
自
分
な
り
の
表
現
や
色
づ
か
い
で
描

か
れ
た
作
品
か
ら
は
、子
ど
も
た
ち
が

楽
し
ん
で
書
い
た
様
子
が
伝
わ
り
ま
す
。

（
裏
表
紙
も
ご
覧
く
だ
さ
い
）

※
略
し
た
文
字
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
戸
籍
の
氏
名
と
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ご
了
承
く
だ
さ
い
。




